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ものも多 く見 られ,和歌を盛 り込んだ装飾や
和歌にまつわる銘を持つものがあるほどであ
る。よって彦根本は,17世紀の大名と宮廷文
化との関連の流れを汲む作品ではないだろう
か。画風や画面の大きさは17世紀後半の源氏
絵の要素を持つ。
18世紀の源氏絵制作では,伝統的なものと
石山本のように珍 しい形式のものが描かれる
ようになる。
19世紀にも王朝文化への関心が高まり,源
氏絵は制作されたが,お おらかな画風へと変
化 し,彦根本ほど細密な絵は描かれることは
ない。19世紀は伝統的な源氏絵 も存在 したが,
屏風などの大画面の作例が大半である。
こうしたことか ら,彦根本は17世紀の王朝
文化への憧憬か ら19世紀の王朝復古の動きの
流れの中で制作された作品といえるだろう。
彦根本はバーク本に影響を受け,器物に描
かれた源氏絵の流れや,バ ーク本や石山本の
ような作品の影響を受けたとし,比較すると,
彦根本は18世紀前半の作品であると言えるだ
ろう。
江戸時代,源 氏絵の展開は器物や八景など
様々な要素と絡み合うことで多様な展開を見
せている。彦根本は伝統的な土佐派の源氏絵
の様式を見せなが ら,器物に描 くという江戸
時代の源氏絵享受の多様さの一側面を示 して
いる。
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